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全国から力作続々、絵手紙公募展を開催
11日～13日にエコルマホール展示・多目的室で

絵手紙公募展が11
～13日 10時～午後
6時（最終日は5時）にエコ
ルマホール6階展示・多目
的室で開催される。
「絵手紙発祥の地－狛江
にあつまれ！！」と題し、絵手
紙を通じて交流をはかろうと
企画、一般財団法人狛江市
文化振興事業団主催、「絵
手紙発祥の地－狛江」実行

委員会企画
制作、狛江
郵便局、狛
江市内各郵
便局の後援
で催すもの。
「私のお
気に入り」を
テーマに7月から9月まで２カ
月間にわたって公募、全国の
愛好家から力作が寄せられ

た。会場には応募されたすべ
ての絵手紙に加え、市内各
小・中学校の授業で子ども

たちがかいた絵
手紙と合わせて
約1,000点を展
示する。集まった
絵手紙は花、野
菜、果物など身
近な題材のほか、
風景、人物、動

物などバラエティーに富んで
おり、かいた人の人柄や生活
感覚をうかがうことができる

個性的
なもの
ばかり
だ。ま
た、12日 2時から絵
手紙作家小池邦夫さんのギャ
ラリートークが催される。開
催期間中は午前11時～正
午、午後2～３時に絵手紙体
験コーナーがある。いずれも
入場無料。
問い合わせ☎3430-
4106一般財団法人　狛江
市文化振興事業団。

寄せられた絵手紙を整理
する実行委員たち
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芸術の秋を飾る
地域センターまつり

上和泉地域センターまつ
り13 10：00～15：
00。式典・おまつりステー
ジ（カラオケ、手話ダンス、
バレエ）、芸能発表（舞踊、
歌、民謡、）、創作展（12

13：30～15：30も
開催、デジカメ写真、生け
花、絵手紙、昔遊び、手作
り体験コーナー）、軽食・
喫茶、出店（野菜、バザー、
山梨県小菅村・新潟県長岡
市川口地域特産品など）
☎3489-9101上和泉地域
センター。
南部地域センターまつり
27 10：00 ～ 14：
40。式典・芸能発表（フ
ルート、コーラス、歌声広
場、邦楽、ジャズ、太極拳、
詩吟）、作品展示（26
12：00～17：00も開催、
絵手紙、手芸、書道、写真）、
出店（食品、花、山梨県小
菅村特産品など）、軽食・
喫茶、地元野菜（26日
13：00～、27日 0：
30～）。南部音楽のつど
い26 13：30～ ☎

3489-2150南部地域セン
ター。
岩戸地域センターまつり
11月3日 0：00 ～
15：45。式典、作品展示
（油彩、水彩画、岩戸町会
活動、山野草、染め物、陶
芸）、芸能発表会（祭りば
やし、舞踊、カラオケ、民
謡、コーラス、マンドリン
ギター）、軽食・喫茶、花・
野菜・陶芸品販売など ☎
3488-7040岩戸地域セン
ター。

狛江フェスティバル
親子連れなどでにぎわい

「狛江フェスティバル
2019」が8月31 、9
月1 に狛江駅北口周辺
で催され、家族連れなどで
にぎわった。昨年は台風で
中止されたため、2年ぶり
の開催で、参加者たちは狛
江の夏を楽しんでいた。
泉龍寺では特設ステージ
で音楽やダンスなどが披露
されたほか、工作体験、縁
日などを楽しむ親子連れで
にぎわった。
メビウス∞駅前ひろばでは

「KOMAE BEER FESTA

（狛江ビールフェスタ）」が
開かれ、訪れた人たちは市
内や多摩地区などのブルワ
リーが醸造した地ビールと
市内の飲食店などが提供す
るバラエティーに富んだおつ
まみを味わっていた。
泉の森会館前の通りでは

「泉の森通り夏祭り」が催さ

れ、ライブやストリートダンス
などを楽しむ人でにぎわった。

障がい者と健常者が参加
26日にふれあい運動会

東京狛江ロータリークラブ
が第4回ふれあい運動会を26
日 10時～午後３時30
分に市民総合体育館で催す。
家に閉じこもりがちな障が
い者が健常者と一緒に体を動
かして楽しむミニ運動会で、
明治大学と成城大学のボラン
ティア部の学生と狛江青年会
議所、狛江消防署が協力する。
市民の参加は自由で室内履
きを持参。
問い合わせ☎3488-4317
東京狛江ロータリークラブ。

泉龍寺の境内には縁日

秋を代表
する果物の
柿は古くか
ら食用にさ
れてきた。
9月から12
月が旬で、
甘柿は生で

食べるが、渋柿は干したり、さまざまな方法
で渋味の元になるタンニンを処理して食べら
れるようにする。菓子や料理の材料にも使
われ、ビタミンAやC、カロテン、カリウム
などが豊富で、栄養価の高い健康食品とし
て親しまれてきた。
市内では以前、多くの農家が栽培してい
たが、現在ではかなり減った。「富有」「次郎」
「太秋」などの品種が10月中旬から11月
下旬にかけて出荷されている。

柿

1010月月のの
狛狛江江農農産産物物

高橋良介さん(59)・
一真さん（33）親子
は、年間約40種の野

菜と柿、ユズを栽培。端境期を除き常時7
～10種を畑脇の直売所で販売するほか、
一部を市内のレストランに提供している。
これからはキャベツ、大根、ブロッコリー、
白菜のほかホウレンソウ、小松菜などの葉
物を販売する。
発泡酒「こまえ～る」の原料の枝豆と、
5月から9月まで長期にわたり収穫するキュ
ウリなどは計画的に栽培したり、乾燥を防
ぐ対策を取っている。また、土作りや虫が
嫌う植物を畑に植えるなど農薬に頼らない
安心安全な野菜作りを心がけている。
高橋さん親子は「野菜は採れたてが一番おいしいの
で、朝早く収穫して販売するように心がけています」と
話している。

農産物直売所農産物直売所農産物直売所農産物直売所

所 在 地＝駒 井 町2-17-1☎
3489-7375
販売＝原則毎日（年末年始など
を除く）
時間＝午前8時～売り切れまで
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高橋一真さん・良介さん

狛江駅南口ロータリーに面した「やき
とり ミートステーション」は「安くてう
まい」をモットーに、気取らない雰囲気
の中で多彩な一品料理と酒を楽しめる
居酒屋。
遊び心に富んだ名が付いたメニュー
にはオリジナルの料理も多く、季節の材
料を使った料理が常時５０種以上ある。
ホルモン３点盛（600円・以下税別・
写真下左）、ポテトめんたいチーズ（550

円、写真下右）、さっぱりまぐろ煮（350
円、写真上左）、トマセロキュー（500
円、写真上右）などが人気。主力の焼
き鳥（120円～250円）は鶏や豚など
３０種以上あり、自家製のタレやニンニ
ク入りの辛みそが好評。特製スープを
長年継ぎ足して作っている煮込み（400
円）は定番。酒も日本酒、焼酎を中心
に多くの種類をそろえている。
店主の永瀬秀夫さん（59）は茨城
県出身で、高校卒業後に上京しすし店
に就職。昭和５２年に現在の場所に店を

開いた。最
初は焼き鳥

ともつ煮込み、マグ
ロ料理が中心だった
が、遊び心で工夫す
るうちにメニューが増
えた。豚の頭やマグ
ロのアラまで素材を
有効利用し、新鮮な
狛江産野菜を使うな

ど、料理の質を保ちながら、価格を抑
えるよう努力している。
カウンターとテーブル１つを合わせて

２０席と小さな店だが、若いサラリーマン
から高齢者までさまざまな客で、常時ほ
ぼ満席の状態。市外
から訪れる人も多い。
永瀬さんは「料理

と酒を楽しく味わっ
て、また来店してもら
えるよう心がけていま
す」と話している。
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多彩な料理と酒を手頃な価格で提供

☎3489-1192　東和泉1-20-4　営業
＝午後4時～10時（ラストオーダー9時
30分）、月曜休み

永瀬さん

やきとり ミートステーション

居酒屋


